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編集後記

３

サッカー部の第64回全日本大学サッカー選手権大会への出場
を記念して，学報の号外を発行しました。第38回中国大学サッカー

リーグでは惜しくも優勝を逃しましたが，四国大学リーグ準優勝の四国学院大学とのプ
レーオフを征して，昨年に引き続き，全国大会への出場を獲得されたサッカー部の皆さん
に，心よりお祝いを申し上げたいと思います。全国大会でもその実力が十分に発揮できる
よう，学生及び教職員の皆さんで応援しましょう！

福山大学  学報  2015.12.1 号外

平成27年度 第64回全日本大学サッカー選手権大会 トーナメント表

浦和駒場：浦和駒場スタジアム　BMWス：Shonan BMW スタジアム平塚　NACK5：NACK5スタジアム大宮　味フィ西：味の素フィールド西が丘　町田：町田市陸上競技場　江戸陸：江戸川区陸上競技場

夢の島：江東区夢の島競技場　川口：川口市青木町公園総合運動場　相模原：相模原ギオンスタジアム　柏の葉：千葉県立柏の葉公園総合競技場　ゼットエー：ゼットエーオリプリスタジアム

1回戦
12月 8日（火）

1回戦
12月 8日（火）

2回戦
12月10日（木）

2回戦
12月10日（木）

準々決勝
12月13日（日）

準々決勝
12月13日（日）

準決勝
12月16日（水）

準決勝
12月16日（水）

決勝
12月19日（土）

中京
大学

東海地区第3代表
2年ぶり37回目

仙台
大学

東北地区代表
15年連続32回目

大阪学院
大学

関西地区第4代表
8年ぶり2回目

順天堂
大学

プレーオフ枠
2年連続20回目

福岡
大学

九州地区第1代表
16年連続40回目

流通経済
大学

関東地区第4代表
3年連続10回目

北陸
大学

北信越地区代表
3年連続3回目

常葉大学
浜松

キャンパス
東海地区第1代表

2年連続9回目

九州産業
大学

九州地区第3代表
2年連続17回目

札幌
大学

プレーオフ枠
5年連続40回目

関西学院
大学

関西地区第1代表 / 
総理大臣杯優勝
3年連続19回目

明治
大学

関東地区第2代表
7年連続15回目

IPU・
環太平洋

大学
中国地区代表
3年連続3回目

北海道教育
大学

岩見沢校
北海道地区代表
2年連続5回目

阪南
大学

関西地区第2代表
4年連続17回目

愛知学院
大学

東海地区第2代表
3年連続13回目

早稲田
大学

関東地区第1代表
4年連続32回目

慶應義塾
大学

関東地区第3代表
2年連続17回目

福山
大学

プレーオフ枠
2年連続9回目

桃山学院
大学

関西地区第3代表
3年ぶり7回目

大阪体育
大学

関西地区第5代表
3年連続18回目

国士舘
大学

関東地区第5代表
3年連続26回目

鹿屋体育
大学

九州地区第2代表
7年連続19回目

高知
大学

四国地区代表
22年連続31回目

祝
サッカー部

第64回全日本大学サッカー選手権大会出場

（2年連続9回目）

【6】ゼットエー
13:30

【4】柏の葉
13:30

【12】江戸陸
13:30

【11】江戸陸
11:00

【17】味フィ西
11:00

【22】BMWス
13:00

【23】浦和駒場
12:00

【18】味フィ西
13:30

【9】BMWス
11:00

【10】BMWス
13:30

【3】柏の葉
11:00

【2】相模原
13:15

【1】相模原
10:50

【14】川口
13:15

【19】町田
11:00

【20】町田
13:30

【13】川口
10:50

【5】ゼットエー
11:00

【7】町田
11:00

【15】夢の島
11:00

【21】NACK5
13:00

【16】夢の島
13:30

【8】町田
13:30

出場選手のコメント(登録メンバー30名)
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【総評戦績】　

・サッカー部ＨＰ
　http://web.fukuyama-u.ac.jp/student/circle/soccer/index.html

・サッカー部ブログ
　http://fukudai06.blog43.fc2.com/

・サッカー部 facebook
　https://www.facebook.com/fukudaifootball

・サッカー部Youtube チャンネル
　https://www.youtube.com/user/fukudaisanzo

・サッカー部 twitter
　@fukudaisanzo

吉田 卓史監督のコメント

小西 裕也主将のコメント

大学の誇りを胸に！

第 １ 節

第 ２ 節

第 ３ 節

第 ４ 節

第 ５ 節

第 ６ 節

第 ７ 節

第 ８ 節

第 ９ 節

第 10 節

第 11 節

第 12 節

第 13 節

第 14 節

第 15 節

第 16 節

第 17 節

第 18 節

　４/１９(日) 場所：福山大学

　４/２９(水) 場所：福山平成大学

　５/１０(日) 場所：福山大学

　５/１７(日) 場所：吉備国際大学

　６/　７(日) 場所：川崎医療福祉大学

　６/１４(日) 場所：福山大学

　６/２１(日) 場所：福山大学

　７/１９(日) 場所：徳山大学

　７/２６(日) 場所：福山大学

　９/　６(日) 場所：徳山大学

　９/１３(日) 場所：IPU・環太平洋大学

　９/２０(日) 場所：広島経済大学

１０/　４(日) 場所：福山大学

１０/１１(日) 場所：福山大学

１０/１８(日) 場所：広島修道大学

１０/２５(日) 場所：福山大学

１１/　１(日) 場所：福山大学

１１/　８(日) 場所：IPU・環太平洋大学

福山大学１０ (３−０, ７−０) ０山口大学

福山大学　３ （不　戦　勝） ０岡山大学

福山大学　２ (０−０, ２−３) ３広島経済大学

福山大学　６ (５−０, １−０) ０吉備国際大学

福山大学　５ (３−０, ２−０) ０川崎医療福祉大学

福山大学　６ (２−０, ４−０) ０広島修道大学

福山大学　５ (１−０, ４−０) ０広島大学

福山大学　０ (０−０, ０−１) １徳山大学

福山大学　４ (３−０, １−２) ２ＩＰＵ・環太平洋大学

福山大学　５ (１−０, ４−０) ０山口大学

福山大学　７ (２−０, ５−１) １岡山大学

福山大学　１ (１−２, ０−０) ２広島経済大学

福山大学　２ (１−０, １−１) １吉備国際大学

福山大学　３ (１−１, ２−０) １川崎医療福祉大学

福山大学　３ (３−０, ０−２) ２広島修道大学

福山大学　３ (１−１, ２−１) ２広島大学

福山大学　３ (２−０, １−２) ２徳山大学

福山大学　０ (０−４, ０−３) ７ＩＰＵ・環太平洋大学

得点　加次５, 林２, 村上 , 國師２
得点　なし
得点　國師 , 越智
得点　國師３, 加次２, 林
得点　林 , 加次３, 越智
得点　加次 , 林 , 國師 , 村上３
得点　湯浅 , 國師３, 林
得点　なし
得点　林 , 加次２, 矢島
得点　國師３, 林 , 矢島
得点　村上２, 前原 , 國師３, 平山
得点　矢島
得点　加次 , 國師
得点　加次 , 村上 , 國師
得点　越智 , 加次 , 國師
得点　林２, 國師
得点　村上 , 國師 , 越智
得点　なし

●中国四国プレーオフ

１１/１５(日) 場所：福山平成大学 福山大学２((０−０, １−１), 延長(１－０, ０－１), ＰＫ(１５－１４))２四国学院大学 得点　加次 , 石橋

　今シーズンの中国大学サッカーリーグは，前期を７勝２敗で折

り返しました。前期終了後の夏休みには，近年では最も練習を重

ね，チーム力・個人力のレベルアップを目的とした期間にするこ

とができました。その後，９月から始まった後期リーグ戦では接

戦が続きましたが，紙一重のところで勝ち点を積み重ね，前期・後

期合計で１４勝４敗の２位となり，中国四国プレーオフに進出し

ました。四国大学サッカーリーグ２位の四国学院大学とのプレー

オフでは，後半早々に先制しましたが，追いつかれ延長戦に突入

しました。延長前半にセットプレーから得点をあげましたが，延

長後半に再度追いつかれ，ＰＫ戦に突入しました。ＰＫ戦において

も接戦となり，四国学院大学１７人目のシュートがゴール枠外に

外れ，福山大学の勝利が決定しました。これにより「第６４回全日

本大学サッカー選手権大会」へは，２年連続９回目の出場となり

ます。今シーズンも毎試合ごとに多くの関係者の皆様にご声援を

いただき，力をいただきました。

　全日本大学サッカー選手権大会(１回戦)の詳細は，下記のとお

りです。

〇日　　時：１２月８日(火)１１：００～
〇場　　所：千葉県立柏の葉公園総合競技場

〇対戦相手：鹿屋体育大学（九州地区第２代表）

この結果により, 第６４回全日本大学サッカー選手権大会への出場が決定いたしました。

プレーオフを制し，２年連続９回目の全日本大学サッカー選手権大会への出場を決めることができました。８５名の部員たちの頑張り

が報われた形になり，本当にうれしく思います。

昨年，２度の全国大会出場を果たしたメンバーの多くが残り，「今年も強い！」と期待された今シーズンでした。しかし，総理大臣杯予

選，天皇杯予選といずれも決勝で敗れ，不安や焦りを抱えたまま最後の全国大会出場をかけてリーグ戦に臨みました。もう一度自信を取

り戻すため，この夏休みは例年以上に練習に明け暮れました。その甲斐もあり，リーグ戦では勝利を積み重ね，優勝は逃したものの最終的

に２位へ滑り込み，インカレ出場に望みをつなぎました。

四国大学サッカーリーグ２位の四国学院大学とのプレーオフは，まさに今シーズンを象徴するような試合でした。いい形で先制するも

のの一瞬の隙を突かれ，同点にされてＰＫ戦で勝負を決することになり，ＰＫ戦でも１０人目まで両チームとも決め，ＧＫ同士の対決に

なりました。先行の本学ＧＫが枠を外して万事休すの状況でしたが，ここから吹っ切れたように力を発揮し，止め返しました。そして，相

手１７人目のシュートが枠に外れた瞬間，緊張から解放された選手たちは喜びを爆発させました。最も大切な瞬間に，「諦めない気持ち」

を発揮してくれた選手と大きな声で励まし続けた部員たち，そして情熱あふれるスタッフに支えられ，私自身本当に幸せな瞬間でした。

また，サッカー部に対しては多大なるご支援を大学から受けております。対戦相手はどこも強豪ですが，様々な皆様のご期待に応える

ためにも全国大会では大学の誇りを胸に勝利を掴みたいと思いますので，ご声援をよろしくお願いいたします。

我々が毎日素晴らしい環境でサッカーができること，また，先日行われた四国学院大学とのプレーオフにおいて勝利を手にし，第６４

回全日本大学サッカー選手権大会（インカレ）への出場権を勝ち取ることができたのは，多くの支えがあってのことだと思っています。ス

タッフ陣をはじめ，マネージャー，学校関係者の方々，地域の方々，さらに学友会サッカー部を応援してくださっているすべての方々に心

より感謝いたします。

昨シーズンは，中国大学サッカー選手権大会と中国大学サッカーリーグで優勝し，総理大臣杯とインカレの２度も全国大会の舞台を体

感した我々は，今シーズンこそはすべてのタイトルを手にし，全国大会で勝てるチームを目指そうと励んでまいりました。しかし，今シー

ズンの成績は，中国大学サッカー選手権大会（総理大臣杯予選）準優勝，全広島選手権大会（天皇杯予選）準優勝，中国大学サッカーリーグ

準優勝，Ｉリーグ中国第４位とタイトルを１つも手にすることができず，悔しいシーズンとなりました。ここまでを振り返れば，まだまだ

チーム全員が目標にともなった生活や意識，そして人間性ができていなかったのではないかと痛感しております。だからこそ，今回のイ

ンカレをかけたプレーオフで勝利できたことは，これまでの私たちから大きく成長するチャンスだと思います。このチャンスを生かし

て，インカレまで残されたわずかな時間でプレー面でのレベルアップはもちろんのこと，日頃の意識の持ち方や私生活での過ごし方，そ

して人間性に勝つべきチームに成長できるよう励んでまいります。

今シーズンの最初で最後の全国大会となりますが，これまでの感謝の気持ちと悔しさをプレーに体現し，是が非でもまずは初戦突破，

そしてその勢いのまま１つでも多く勝ち進めるように頑張りたいと思います。温かいご声援をよろしくお願いいたします。

チーム一丸となって！

●平成２７年度　第３８回中国大学サッカーリーグ　準優勝　　１４勝４敗　勝点４２
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【総評戦績】　

・サッカー部ＨＰ
　http://web.fukuyama-u.ac.jp/student/circle/soccer/index.html

・サッカー部ブログ
　http://fukudai06.blog43.fc2.com/

・サッカー部 facebook
　https://www.facebook.com/fukudaifootball

・サッカー部Youtube チャンネル
　https://www.youtube.com/user/fukudaisanzo

・サッカー部 twitter
　@fukudaisanzo

吉田 卓史監督のコメント

小西 裕也主将のコメント

大学の誇りを胸に！

第 １ 節

第 ２ 節

第 ３ 節

第 ４ 節

第 ５ 節

第 ６ 節

第 ７ 節

第 ８ 節

第 ９ 節

第 10 節

第 11 節

第 12 節

第 13 節

第 14 節

第 15 節

第 16 節

第 17 節

第 18 節

　４/１９(日) 場所：福山大学

　４/２９(水) 場所：福山平成大学

　５/１０(日) 場所：福山大学

　５/１７(日) 場所：吉備国際大学

　６/　７(日) 場所：川崎医療福祉大学

　６/１４(日) 場所：福山大学

　６/２１(日) 場所：福山大学

　７/１９(日) 場所：徳山大学

　７/２６(日) 場所：福山大学

　９/　６(日) 場所：徳山大学

　９/１３(日) 場所：IPU・環太平洋大学

　９/２０(日) 場所：広島経済大学

１０/　４(日) 場所：福山大学

１０/１１(日) 場所：福山大学

１０/１８(日) 場所：広島修道大学

１０/２５(日) 場所：福山大学

１１/　１(日) 場所：福山大学

１１/　８(日) 場所：IPU・環太平洋大学

福山大学１０ (３−０, ７−０) ０山口大学

福山大学　３ （不　戦　勝） ０岡山大学

福山大学　２ (０−０, ２−３) ３広島経済大学

福山大学　６ (５−０, １−０) ０吉備国際大学

福山大学　５ (３−０, ２−０) ０川崎医療福祉大学

福山大学　６ (２−０, ４−０) ０広島修道大学

福山大学　５ (１−０, ４−０) ０広島大学

福山大学　０ (０−０, ０−１) １徳山大学

福山大学　４ (３−０, １−２) ２ＩＰＵ・環太平洋大学

福山大学　５ (１−０, ４−０) ０山口大学

福山大学　７ (２−０, ５−１) １岡山大学

福山大学　１ (１−２, ０−０) ２広島経済大学

福山大学　２ (１−０, １−１) １吉備国際大学

福山大学　３ (１−１, ２−０) １川崎医療福祉大学

福山大学　３ (３−０, ０−２) ２広島修道大学

福山大学　３ (１−１, ２−１) ２広島大学

福山大学　３ (２−０, １−２) ２徳山大学

福山大学　０ (０−４, ０−３) ７ＩＰＵ・環太平洋大学

得点　加次５, 林２, 村上 , 國師２
得点　なし
得点　國師 , 越智
得点　國師３, 加次２, 林
得点　林 , 加次３, 越智
得点　加次 , 林 , 國師 , 村上３
得点　湯浅 , 國師３, 林
得点　なし
得点　林 , 加次２, 矢島
得点　國師３, 林 , 矢島
得点　村上２, 前原 , 國師３, 平山
得点　矢島
得点　加次 , 國師
得点　加次 , 村上 , 國師
得点　越智 , 加次 , 國師
得点　林２, 國師
得点　村上 , 國師 , 越智
得点　なし

●中国四国プレーオフ

１１/１５(日) 場所：福山平成大学 福山大学２((０−０, １−１), 延長(１－０, ０－１), ＰＫ(１５－１４))２四国学院大学 得点　加次 , 石橋

　今シーズンの中国大学サッカーリーグは，前期を７勝２敗で折

り返しました。前期終了後の夏休みには，近年では最も練習を重

ね，チーム力・個人力のレベルアップを目的とした期間にするこ

とができました。その後，９月から始まった後期リーグ戦では接

戦が続きましたが，紙一重のところで勝ち点を積み重ね，前期・後

期合計で１４勝４敗の２位となり，中国四国プレーオフに進出し

ました。四国大学サッカーリーグ２位の四国学院大学とのプレー

オフでは，後半早々に先制しましたが，追いつかれ延長戦に突入

しました。延長前半にセットプレーから得点をあげましたが，延

長後半に再度追いつかれ，ＰＫ戦に突入しました。ＰＫ戦において

も接戦となり，四国学院大学１７人目のシュートがゴール枠外に

外れ，福山大学の勝利が決定しました。これにより「第６４回全日

本大学サッカー選手権大会」へは，２年連続９回目の出場となり

ます。今シーズンも毎試合ごとに多くの関係者の皆様にご声援を

いただき，力をいただきました。

　全日本大学サッカー選手権大会(１回戦)の詳細は，下記のとお

りです。

〇日　　時：１２月８日(火)１１：００～
〇場　　所：千葉県立柏の葉公園総合競技場

〇対戦相手：鹿屋体育大学（九州地区第２代表）

この結果により, 第６４回全日本大学サッカー選手権大会への出場が決定いたしました。

プレーオフを制し，２年連続９回目の全日本大学サッカー選手権大会への出場を決めることができました。８５名の部員たちの頑張り

が報われた形になり，本当にうれしく思います。

昨年，２度の全国大会出場を果たしたメンバーの多くが残り，「今年も強い！」と期待された今シーズンでした。しかし，総理大臣杯予

選，天皇杯予選といずれも決勝で敗れ，不安や焦りを抱えたまま最後の全国大会出場をかけてリーグ戦に臨みました。もう一度自信を取

り戻すため，この夏休みは例年以上に練習に明け暮れました。その甲斐もあり，リーグ戦では勝利を積み重ね，優勝は逃したものの最終的

に２位へ滑り込み，インカレ出場に望みをつなぎました。

四国大学サッカーリーグ２位の四国学院大学とのプレーオフは，まさに今シーズンを象徴するような試合でした。いい形で先制するも

のの一瞬の隙を突かれ，同点にされてＰＫ戦で勝負を決することになり，ＰＫ戦でも１０人目まで両チームとも決め，ＧＫ同士の対決に

なりました。先行の本学ＧＫが枠を外して万事休すの状況でしたが，ここから吹っ切れたように力を発揮し，止め返しました。そして，相

手１７人目のシュートが枠に外れた瞬間，緊張から解放された選手たちは喜びを爆発させました。最も大切な瞬間に，「諦めない気持ち」

を発揮してくれた選手と大きな声で励まし続けた部員たち，そして情熱あふれるスタッフに支えられ，私自身本当に幸せな瞬間でした。

また，サッカー部に対しては多大なるご支援を大学から受けております。対戦相手はどこも強豪ですが，様々な皆様のご期待に応える

ためにも全国大会では大学の誇りを胸に勝利を掴みたいと思いますので，ご声援をよろしくお願いいたします。

我々が毎日素晴らしい環境でサッカーができること，また，先日行われた四国学院大学とのプレーオフにおいて勝利を手にし，第６４

回全日本大学サッカー選手権大会（インカレ）への出場権を勝ち取ることができたのは，多くの支えがあってのことだと思っています。ス

タッフ陣をはじめ，マネージャー，学校関係者の方々，地域の方々，さらに学友会サッカー部を応援してくださっているすべての方々に心

より感謝いたします。

昨シーズンは，中国大学サッカー選手権大会と中国大学サッカーリーグで優勝し，総理大臣杯とインカレの２度も全国大会の舞台を体

感した我々は，今シーズンこそはすべてのタイトルを手にし，全国大会で勝てるチームを目指そうと励んでまいりました。しかし，今シー

ズンの成績は，中国大学サッカー選手権大会（総理大臣杯予選）準優勝，全広島選手権大会（天皇杯予選）準優勝，中国大学サッカーリーグ

準優勝，Ｉリーグ中国第４位とタイトルを１つも手にすることができず，悔しいシーズンとなりました。ここまでを振り返れば，まだまだ

チーム全員が目標にともなった生活や意識，そして人間性ができていなかったのではないかと痛感しております。だからこそ，今回のイ

ンカレをかけたプレーオフで勝利できたことは，これまでの私たちから大きく成長するチャンスだと思います。このチャンスを生かし

て，インカレまで残されたわずかな時間でプレー面でのレベルアップはもちろんのこと，日頃の意識の持ち方や私生活での過ごし方，そ

して人間性に勝つべきチームに成長できるよう励んでまいります。

今シーズンの最初で最後の全国大会となりますが，これまでの感謝の気持ちと悔しさをプレーに体現し，是が非でもまずは初戦突破，

そしてその勢いのまま１つでも多く勝ち進めるように頑張りたいと思います。温かいご声援をよろしくお願いいたします。

チーム一丸となって！

●平成２７年度　第３８回中国大学サッカーリーグ　準優勝　　１４勝４敗　勝点４２
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編集後記
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サッカー部の第64回全日本大学サッカー選手権大会への出場
を記念して，学報の号外を発行しました。第38回中国大学サッカー

リーグでは惜しくも優勝を逃しましたが，四国大学リーグ準優勝の四国学院大学とのプ
レーオフを征して，昨年に引き続き，全国大会への出場を獲得されたサッカー部の皆さん
に，心よりお祝いを申し上げたいと思います。全国大会でもその実力が十分に発揮できる
よう，学生及び教職員の皆さんで応援しましょう！

福山大学  学報  2015.12.1 号外

平成27年度 第64回全日本大学サッカー選手権大会 トーナメント表

浦和駒場：浦和駒場スタジアム　BMWス：Shonan BMW スタジアム平塚　NACK5：NACK5スタジアム大宮　味フィ西：味の素フィールド西が丘　町田：町田市陸上競技場　江戸陸：江戸川区陸上競技場

夢の島：江東区夢の島競技場　川口：川口市青木町公園総合運動場　相模原：相模原ギオンスタジアム　柏の葉：千葉県立柏の葉公園総合競技場　ゼットエー：ゼットエーオリプリスタジアム

1回戦
12月 8日（火）

1回戦
12月 8日（火）

2回戦
12月10日（木）

2回戦
12月10日（木）

準々決勝
12月13日（日）

準々決勝
12月13日（日）

準決勝
12月16日（水）

準決勝
12月16日（水）

決勝
12月19日（土）

中京
大学

東海地区第3代表
2年ぶり37回目

仙台
大学

東北地区代表
15年連続32回目

大阪学院
大学

関西地区第4代表
8年ぶり2回目

順天堂
大学

プレーオフ枠
2年連続20回目

福岡
大学

九州地区第1代表
16年連続40回目

流通経済
大学

関東地区第4代表
3年連続10回目

北陸
大学

北信越地区代表
3年連続3回目

常葉大学
浜松

キャンパス
東海地区第1代表

2年連続9回目

九州産業
大学

九州地区第3代表
2年連続17回目

札幌
大学

プレーオフ枠
5年連続40回目

関西学院
大学

関西地区第1代表 / 
総理大臣杯優勝
3年連続19回目

明治
大学

関東地区第2代表
7年連続15回目

IPU・
環太平洋

大学
中国地区代表
3年連続3回目

北海道教育
大学

岩見沢校
北海道地区代表
2年連続5回目

阪南
大学

関西地区第2代表
4年連続17回目

愛知学院
大学

東海地区第2代表
3年連続13回目

早稲田
大学

関東地区第1代表
4年連続32回目

慶應義塾
大学

関東地区第3代表
2年連続17回目

福山
大学

プレーオフ枠
2年連続9回目

桃山学院
大学

関西地区第3代表
3年ぶり7回目

大阪体育
大学

関西地区第5代表
3年連続18回目

国士舘
大学

関東地区第5代表
3年連続26回目

鹿屋体育
大学

九州地区第2代表
7年連続19回目

高知
大学

四国地区代表
22年連続31回目

祝
サッカー部

第64回全日本大学サッカー選手権大会出場

（2年連続9回目）

【6】ゼットエー
13:30

【4】柏の葉
13:30

【12】江戸陸
13:30

【11】江戸陸
11:00

【17】味フィ西
11:00

【22】BMWス
13:00

【23】浦和駒場
12:00

【18】味フィ西
13:30

【9】BMWス
11:00

【10】BMWス
13:30

【3】柏の葉
11:00

【2】相模原
13:15

【1】相模原
10:50

【14】川口
13:15

【19】町田
11:00

【20】町田
13:30

【13】川口
10:50

【5】ゼットエー
11:00

【7】町田
11:00

【15】夢の島
11:00

【21】NACK5
13:00

【16】夢の島
13:30

【8】町田
13:30

出場選手のコメント(登録メンバー30名)


